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Town Topics
　
町
で
は
、
昨
年
12
月
に(

有)

か
ご

し
ま
有
機
生
産
組
合
と
の
間
で
「
有

機
農
業
」
を
軸
と
し
た
地
域
活
性
化

に
係
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、

有
機
農
業
の
普
及
や
新
規
就
農
者
の

確
保
、
遊
休
農
地
の
解
消
を
進
め
る

な
ど
し
な
が
ら
町
の
活
性
化
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
具
体

的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

(

有)

か
ご
し
ま
有
機
生
産
組
合
や
種

子
屋
久
農
業
協
同
組
合
な
ど
の
関
係

機
関
と
「
南
種
子
町
有
機
農
業
推
進

協
議
会
」
を
設
立
し
、３
月
７
日
（
月
）

に
町
商
工
会
館
２
階
大
会
議
室
に
お

い
て
、
設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
事
務
局
に
よ
る
説
明

の
あ
と
、
令
和
４
年
度
の
予
算
や
事

業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま

し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、

有
機
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
有
機
農

産
物
加
工
イ
ベ
ン
ト
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
、
学
校
給

食
で
の
有
機
食
材
活
用
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課　
農
業
振
興
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

◆
有
機
農
業
と
は
◆

　

化
学
的
に
合
成
さ
れ
た
肥
料
お
よ

び
農
薬
を
使
用
し
な
い
こ
と
並
び
に

遺
伝
子
組
換
え
技
術
を
利
用
し
な
い

こ
と
を
基
本
と
し
て
、
農
業
生
産
に

由
来
す
る
環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る

限
り
低
減
し
た
農
業
生
産
の
方
法
を

用
い
て
行
わ
れ
る
農
業
の
こ
と
（
有

機
農
業
推
進
法
よ
り
）

有
機
農
業
推
進
協
議
会
設
立
総
会
を
開
催

　
か
ご
し
ま
有
機
農
業
推
進
協
議
会
で

は
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
水

稲
生
産
者
と
井
関
農
機
の
協
力
の
も
と
、

ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
（
水
稲
抑
草
ロ
ボ
）
の

実
証
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ア

イ
ガ
モ
ロ
ボ
の
実
証
は
県
内
で
は
初
の

取
組
で
あ
り
、
南
種
子
町
と
南
さ
つ
ま

市
で
実
証
試
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
は
、
自
動
で
ほ
場

内
を
移
動
し
て
雑
草
の
成
長
を
抑
制

す
る
農
業
機
械
で
す
。
田
植
え
数
日

後
か
ら
約
１
カ
月
に
渡
っ
て
、
雑
草

の
生
え
に
く
い
土
壌
環
境
を
維
持
す

る
た
め
に
稼
働
し
続
け
ま
す
。
ア
イ

ガ
モ
ロ
ボ
を
投
入
す
る
こ
と
で
、
有

機
農
業
や
特
別
栽
培
（
各
地
域
で
慣

行
的
に
行
わ
れ
て
い
る
農
薬
や
化
学

肥
料
の
使
用
を
基
準
以
下
に
低
減
し

た
栽
培
方
法
）
に
お
け
る
除
草
作
業

の
省
力
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
23
日
（
水
）
現
地
検
討
会
が

開
催
さ
れ
、
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
が
実
際

に
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
確
認
し
、

ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
開
発
者
か
ら
の
説
明

や
参
加
者
同
士
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
が
投
入
さ
れ
る
の

は
、
古
市
純
一
さ
ん
（
上
中
）
が
学

校
給
食
用
の
米
を
作
っ
て
い
る
河
内

地
区
の
水
田
と
、向
江
司
さ
ん
（
西
之
）

の
本
村
地
区
の
水
田
で
す
。
収
穫
さ

れ
る
米
は
、
７
月
の
新
米
給
食
や
学

校
給
食
で
の
有
機
食
材
活
用
イ
ベ
ン

ト
で
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課　
農
業
振
興
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
（
水
稲
抑
草
ロ
ボ
）
の
実
証
試

験
に
つ
い
て

現地検討会の様子
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１
市
２
町
お
よ
び
関
係
機
関
で
構

成
す
る
一
般
社
団
法
人
安
納
い
も
ブ
ラ

ン
ド
推
進
本
部
が
登
録
申
請
し
て
い

た
「
種
子
島
安
納
い
も
」
が
、
令
和
４

年
３
月
２
日
、
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）

保
護
制
度
に
農
林
水
産
大
臣
登
録
第

１
１
５
号
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
「
べ
に
は
る
か
」
な
ど
の
甘
い

品
種
の
誕
生
や
種
子
島
以
外
で
栽
培
さ

れ
た
安
納
い
も
の
増
加
な
ど
、
さ
つ
ま

い
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
、
他

産
地
と
の
差
別
化
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
次

の
３
つ
の
目
的
を
持
っ
て
登
録
申
請

を
行
い
ま
し
た
。

①
『
種
子
島
安
納
い
も
』
の
地
位
を

確
実
に
す
る
た
め

②
国
内
や
海
外
で
『
種
子
島
安
納
い

も
』
と
い
う
名
称
を
知
的
財
産
と
し

て
保
護
す
る
た
め

③
『
種
子
島
安
納
い
も
』
を
通
し
て
、

種
子
島
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め

　

今
後
は
、
Ｇ
Ｉ
登
録
を
踏
ま
え
、

島
内
外
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
生
産
農
家
に
は
講
習
会

な
ど
を
通
じ
て
生
産
技
術
の
向
上
に

取
り
組
む
な
ど
、
産
地
一
体
と
な
っ

て
、
品
質
の
向
上
や
ブ
ラ
ン
ド
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課　
農
業
振
興
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

　
安
納
い
も
ブ
ラ
ン
ド
推
進
本
部

　
☎
㉗
３
１
３
３

◆
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
と
は

　

地
域
で
育
ま
れ
た
伝
統
を
有
し
、

そ
の
高
い
品
質
な
ど
が
生
産
地
と
結

び
つ
い
て
い
る
農
林
水
産
物
や
食
品

な
ど
の
名
称
を
、
品
質
基
準
な
ど
と

と
も
に
登
録
し
、
農
林
水
産
省
が
知

的
財
産
と
し
て
保
護
す
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、『
種
子
島
安
納
い
も
』
と
い

う
地
理
的
表
示
（
名
称
）
や
地
理
的
標

章
（
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
）
の
使
用
に
あ
た
っ

て
は
、
安
納
い
も
ブ
ラ
ン
ド
推
進
本
部

へ
の
加
盟
が
必
要
で
す
。
ま
た
、生
産・

出
荷
の
際
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
や
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー

ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

『
種
子
島
安
納
い
も
』
が
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）

保
護
制
度
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
！

　

町
内
各
地
に
お
い
て
、
３
月
上
旬

か
ら
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
田
植
え
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
約
２
７
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
け
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

３
月
12
日
（
土
）
に
は
、
茎
永
仲

之
町
の
迫
田
安
雄
さ
ん
が
、
田
植
え

作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
迫
田
さ

ん
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
約
７
反
を
作
付

け
し
て
お
り
、
自
家
消
費
用
と
し
て

島
外
の
親
戚
や
子
ど
も
た
ち
に
も

送
っ
た
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

み
ん
な
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る

の
で
、
美
味
し
い
お
米
を
作
り
た
い

と
、
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

町
内
各
地
で
早
期
米

の
田
植
え
始
ま
る

地理的標章
（ＧＩマーク）

　

町
や
関
係
機
関
お
よ
び
さ
つ
ま
い

も
生
産
者
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

南
種
子
町
さ
つ
ま
い
も
生
産
対
策
協

議
会
で
は
、
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
、

基
腐
病
用
蒸
熱
処
理
装
置
を
導
入
し

ま
し
た
。
こ
の
装
置
は
種
子
島
で
初
め

て
の
導
入
で
、
種
子
い
も
の
貯
蔵
期
間

中
の
基
腐
病
発
病
リ
ス
ク
の
低
減
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
23
日
（
水
）
運
転
開
始
式
と

併
せ
て
、
さ
つ
ま
い
も
豊
作
・
基
腐

病
終
息
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
産
さ
つ
ま
い
も
収
穫
後
か

ら
本
格
的
に
運
用
開
始
の
予
定
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課　
農
業
振
興
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

用
蒸
熱
処
理
装
置
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
！祈願祭の様子
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令
和
３
年
度
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー

ク
交
付
金
を
活
用
し
、
町
内
２
カ
所
に

整
備
を
進
め
て
い
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
が
完
成
し
、
３
月
23
日
（
水
）

に
は
、
竣
工
式
お
よ
び
内
覧
会
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
高
度
な
情

報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
新
た
な

起
業
就
労
機
会
の
拡
大
を
図
り
、
町

内
へ
の
移
住
促
進
お
よ
び
町
外
の
企

業
な
ど
の
誘
致
を
促
進
す
る
目
的
で
、

種
子
島
で
は
初
と
な
る
公
設
と
、
株

式
会
社
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
が
、
町
内
で
初
と

な
る
民
設
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
契
機
に
、
地
方
の
魅
力
が
見
直

さ
れ
て
い
る
中
、
人
口
減
少
の
抑
制

に
結
び
つ
け
る
施
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
の
魅
力

を
活
か
し
た
快
適
で
仕
事
の
し
や
す

い
空
間
を
有
し
た
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課　
政
策
推
進
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
完
成

Workation Space HOPE（民設）

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
４
人
以

上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
（
学
校
管

理
下
を
除
く
社
会
教
育
関
係
団
体
）

を
対
象
と
し
た
保
険
で
す
。

　
地
域
や
会
社
、
仲
間
で
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
と
き
に
は
、
万
が
一
の
損
害
事
故

に
備
え
て
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◆
加
入
で
き
る
団
体

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
、
指
導
・
審
判

な
ど
を
行
う
社
会
教
育
関
係
団
体
（
学

校
管
理
下
を
除
く
）

　
詳
し
く
は
、
公
益
財
団
法
人
ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.sportsanzen.org

）
ま
た
は

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
備
え
付

け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
令
和
５
年
度
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
み
で
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の

で
、
今
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
し
込
み
さ
れ
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会　
社
会
教
育
課

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

の
加
入
募
集

サテライトオフィスみなみたね ( 公設 )

　

毎
週
水
曜
日
、
東
京
都
で
放
送
さ

れ
る
ラ
ジ
オ
番
組
「
み
さ
よ
の
ふ
る

さ
と
自
慢
・
味
自
慢
!!
」。
本
町
の
ト

ン
ミ
ー
大
使
の
髙
橋
み
さ
よ
さ
ん
が

司
会
を
務
め
、
全
国
各
地
の
食
や
文

化
を
紹
介
す
る
人
気
番
組
で
す
。

　

３
月
９
日
の
放
送
に
小
園
裕
康
町

長
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
、
観
光
地
や
春
が

訪
れ
た
様
子
の
ほ
か
、
有
機
農
業
を
軸

と
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
や

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
運
用
開
始
、

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
対
策
な
ど
、
町

と
住
民
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

紹
介
し
「
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
、

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
お
い
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
出
演
で

南
種
子
を
Ｐ
Ｒ

ラジオ出演の様子
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Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
の
積

極
的
勧
奨
差
し
控
え
が
令
和
３
年
11

月
で
終
了
し
、
令
和
４
年
４
月
か
ら

積
極
的
勧
奨
を
再
開
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
中
に
は
子
宮
頸
が
ん
を

起
こ
し
や
す
い
種
類
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
そ
の

う
ち
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
の
50
％
～

70
％
を
し
め
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
型
に
対
し

て
感
染
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

予
防
さ
れ
な
い
型
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
よ
る

子
宮
頸
が
ん
も
一
部
存
在
し
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
歴
に
か
か

わ
ら
ず
、
対
象
時
期
に
な
っ
た
ら
定

期
的
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。　

　

接
種
対
象
者
に
は
、
個
別
に
通
知

し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
接
種
費
用

無
料
（
全
額
公
費
負
担
）

◆
接
種
対
象
者

　

13
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度

の
初
日
か
ら
、
16
歳
と
な
る
日
の

属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に

あ
る
女
性
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極

的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
る
間

に
定
期
接
種
の
対
象
で
あ
っ
た
、

平
成
９
年
度
生
ま
れ
か
ら
平
成
17

年
度
生
ま
れ
（
17
歳
～
25
歳
）
ま

で
の
女
性
も
、
予
防
接
種
法
の
改

正
に
伴
い
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課　

健
康
保
険
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
の
お
知
ら
せ

～
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

へ
の
対
応
に
つ
い
て
～　

　

長
谷
・
上
中
地
区
に
所
在
す
る
産

業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い
て
、
住

民
の
皆
さ
ま
よ
り
町
政
座
談
会
な
ど

に
お
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
度
の
経
過
と
し
ま
し
て
は
、

町
公
民
館
連
絡
協
議
会
が
県
や
地
元

選
出
の
県
議
会
議
員
に
要
請
を
行
っ

た
結
果
、
昨
年
７
月
に
は
県
か
ら
地

元
へ
の
状
況
説
明
の
場
が
設
け
ら
れ
、

上
中
、
長
谷
地
区
公
民
館
長
へ
状
況

報
告
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
各
館
長
が
要
望
を
お
伝

え
し
、
現
場
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

そ
の
後
10
月
26
日
付
け
の
県
か
ら

の
回
答
文
書
に
よ
り
ま
す
と
、
長
谷

地
区
の
本
社
施
設
に
つ
い
て
は
、
廃

棄
物
処
理
の
責
任
者
で
あ
る
代
表
取

締
役
に
対
し
、
引
き
続
き
適
正
処
理

を
指
導
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

上
中
地
区
の
施
設
に
つ
い
て
も
同
様

に
指
導
し
て
い
く
と
と
も
に
、
当
該

土
地
は
不
動
産
競
売
に
よ
り
所
有
者

が
変
更
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
土

地
所
有
者
に
対
し
て
も
、
今
後
適
正

処
理
を
指
導
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
11
月
に
は
、
県
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
長
が
来
町
し
、

現
地
確
認
と
上
中
、
長
谷
地
区
公
民

館
長
と
の
面
談
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
県
の

管
轄
に
な
り
ま
す
の
で
、
２
月
に
町

か
ら
要
請
の
文
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
議
会
に
お
い
て
も
、
３
月

に
県
へ
意
見
書
の
提
出
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

現
状
が
改
善
さ
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
関
係
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

～今お伝えしたいこと①～

ピックアップ
トピックス

こ
の
ペ
ー
ジ
で

は
、
今
町
で
話

題
に
な
っ
て
い

る
行
政
の
情
報

に
つ
い
て
、
取

り
上
げ
て
掲
載

し
ま
す
。
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令
和
４
年
第
１
回
　
町
議
会
定
例
会

行
政
報
告

令
和
４
年
度
第
27
期
宇
宙
留
学
生

の
受
け
入
れ
状
況
に
つ
い
て

　

第
27
期
宇
宙
留
学
に
つ
い
て
は
、

１
０
３
人
の
児
童
生
徒
の
応
募
の
中

か
ら
、
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
里

親
留
学
22
人
、
家
族
留
学
18
世
帯
27

人
、
親
戚
留
学
１
世
帯
２
人
、
合
計
51

人
の
受
け
入
れ
を
決
定
し
ま
し
た
。
昨

年
度
よ
り
５
人
増
え
、
家
族
留
学
に
お

い
て
は
、
14
世
帯
か
ら
４
世
帯
増
と
な

り
、
年
々
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

第
26
期
で
受
け
入
れ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
特
色
あ
る
学
校
行
事
」
の
ほ
か
、「
ロ

ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
見
学
」
や
「
た
ね
が

し
ま
小
旅
行
」、全
員
が
参
加
し
た
「
ポ

ン
カ
ン
狩
り
」
な
ど
充
実
し
た
留
学
生

活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
も
、
留
学
生
と
の
交
流

を
通
じ
自
分
た
ち
の
住
む
南
種
子
町

の
よ
さ
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
全

国
に
友
達
が
で
き
る
こ
と
の
喜
び
を

感
じ
取
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
留
学
生
の
残
留
者
は
、
９
世

帯
14
人
、
家
族
を
含
め
る
と
29
人
が
本

町
に
居
住
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
家
族
留
学
が
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成

29
年
度
か
ら
の
累
計
で
は
、
16
世
帯
52

人
（
う
ち
留
学
生
28
人
）
の
定
住
が
促

進
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

宇
宙
留
学
制
度
は
、
今
後
も
地
元

の
子
ど
も
た
ち
と
留
学
生
の
子
ど
も

た
ち
が
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
勉
強
や
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

教
育
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と

と
も
に
、
定
住
化
に
も
繋
が
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
お
よ
び
３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
に
つ
い
て
は
、
昨
年
８
月
23
日
に
12

例
目
と
な
る
感
染
者
の
確
認
後
、
約

５
ヵ
月
の
間
新
規
感
染
者
は
確
認
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
１

月
18
日
に
13
例
目
と
な
る
新
規
感
染

者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
感

染
者
の
確
認
が
続
き
、
２
月
18
日
に

は
南
種
子
町
で
初
め
て
と
な
る
ク
ラ

ス
タ
ー
が
確
認
さ
れ
、
２
月
20
日
に

は
「
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
」
で
の
ク
ラ
ス

タ
ー
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
２
月
末
日

現
在
の
今
年
に
な
っ
て
か
ら
の
南
種

子
町
内
の
感
染
者
は
53
名
と
な
り
、
種

子
島
島
内
で
の
感
染
者
は
１
０
３
名

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
は
じ

め
、
感
染
し
な
い
・
感
染
さ
せ
な
い

行
動
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
１
月
22
日
お
よ

び
29
日
の
２
日
間
で
南
種
子
町
と
中

種
子
町
の
医
療
従
事
者
な
ど
の
接
種

を
終
了
し
、
２
月
５
日
か
ら
一
般
高
齢

者
の
接
種
を
始
め
ま
し
た
。
２
月
12
日

か
ら
26
日
ま
で
は
、
中
種
子
町
が
中
央

体
育
館
で
集
団
接
種
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前
・

午
後
を
使
い
、
26
日
現
在
の
接
種
率
は

65
歳
以
上
の
方
が
74
・
48
％
、
18
歳
以

上
の
方
が
17
・
34
％
、
町
民
全
体
の
18

歳
以
上
の
接
種
率
は
42
・
48
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
の
計
画
と
し
て
は
、
引
き
続
き

公
立
種
子
島
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
、
役
場

の
職
員
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
４
月
中
旬
ま
で
に
３
回
目
の
接

種
終
了
を
目
指
し
、
毎
週
土
曜
日
の
午

前
中
を
使
い
、
１
日
当
た
り
、
３
０
０

名
を
目
途
に
接
種
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て

　

野
田
一
成
先
生
に
つ
い
て
は
、
本

院
に
継
続
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
自
身
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
診
療
実
績
や
専

　

令
和
４
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
が
３
月
２
日

（
水
）
か
ら
18
日
（
金
）
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、

令
和
４
年
度
施
政
方
針
演
説
や
一
般
質
問
な
ど
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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門
医
・
産
業
医
等
の
取
得
・
更
新
の
た

め
の
診
療
実
績
な
ど
を
本
院
の
診
療
だ

け
で
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
隔
週

で
の
勤
務
を
希
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
現
在
外
来
で
診
て
い
る
患
者
様
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
対
応
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
家
族
留
学
で
来
ら
れ
た
藤
原
大
輔
先

生
に
つ
い
て
は
、
４
月
以
降
も
常
勤
医

師
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
、
麻
酔
科
の
専
門
医
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
整
形
内
科
と
い
う
注
射
に

よ
る
保
存
的
治
療
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
注

射
や
間
接
注
射
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ

て
は
リ
ハ
ビ
リ
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
で

痛
み
を
緩
和
さ
せ
る
ペ
イ
ン
外
来
も
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
診
療
の
詳

細
に
つ
い
て
、
町
広
報
紙
の
３
月
号
に

掲
載
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
信
田
み
す
み
先
生
に
つ
い
て
は
、
宇

宙
留
学
制
度
に
よ
る
家
族
留
学
が
終

了
す
る
と
同
時
に
、
帰
省
す
る
こ
と
が

確
定
い
た
し
ま
し
た
。
先
生
も
ご
家
族

も
、
家
族
留
学
に
よ
る
経
験
に
大
変
満

足
し
て
お
り
気
に
入
っ
て
い
た
だ
け

た
の
で
す
が
、
在
職
し
て
い
る
医
局
と

の
こ
と
も
あ
り
帰
省
を
決
断
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
４
月
以
降
に
つ
い
て

は
、
週
末
の
日
当
直
業
務
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
協

力
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
交
渉
中
の
医
師
に
つ
い
て
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
こ

と
も
あ
り
、
対
面
で
の
面
談
な
ど
に

つ
い
て
な
か
な
か
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
医
師
確
保
に

向
け
て
交
渉
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
院
で
の
カ
メ
ラ
検
査
に
つ
い
て

は
、
毎
週
水
曜
日
に
西
之
表
市
の
三
宅

公
人
先
生
に
検
査
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
の
９
月
ま
で

の
勤
務
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
10
月
に
院
長
と
事
務
長
に
お
い

て
鹿
児
島
大
学
医
局
を
訪
問
し
、
本
院

と
の
診
療
連
携
に
つ
い
て
の
確
認
と
、

離
島
医
療
に
関
す
る
現
況
報
告
を
含

め
た
医
師
の
派
遣
な
ど
の
協
力
要
請

を
行
い
、
10
月
以
降
の
検
査
体
制
に
ご

協
力
頂
け
る
方
向
で
協
議
を
進
め
て

い
る
と
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
国
・
県
お
よ
び
地
域
枠
な
ど
の
支
援

体
制
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
全
て
の
住
民
が
平
等
に
医
療
を

受
け
ら
れ
る
体
制
、
地
域
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
、
今
後
も
引
き
続
き
要
請
を
継

続
し
な
が
ら
、
両
町
の
医
療
行
政
の
安

定
の
た
め
、
常
勤
医
師
の
確
保
、
あ
わ

せ
て
医
療
従
事
者
の
確
保
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
額
の
賦
課
決
定
に
つ
い

て
の
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
４
月
26
日
付
け
で
、
原
告

岩
崎
産
業
株
式
会
社
よ
り
提
訴
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
固
定
資
産
評
価
額
の

賦
課
決
定
に
つ
い
て
の
損
害
賠
償
請

求
事
件
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
所
へ

令
和
３
年
９
月
30
日
付
で
上
告
受
理

申
立
て
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

令
和
４
年
２
月
18
日
付
け
で
「
上
告
を

棄
却
す
る
。」
旨
の
判
決
が
な
さ
れ
ま

し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

施
政
方
針

　
私
た
ち
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
国
内
で
感
染
が

初
め
て
確
認
さ
れ
て
か
ら
２
年
余
り
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
変
異
株
は
想
定
を

超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で
感
染
拡
大
し
、
そ

の
猛
威
は
現
在
も
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
国
や
自
治
体
に
よ
る

支
援
に
限
り
が
あ
る
中
、
治
療
や
感
染

拡
大
の
防
止
に
携
わ
る
皆
さ
ま
、
生
活

や
事
業
を
維
持
・
継
続
し
よ
う
と
懸
命

に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
皆
さ
ま
、
全
て

の
町
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
、
改
め

て
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
医
療
機
関
と

連
携
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
早
期
に
行

う
こ
と
で
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
進
め
て
お
り

ま
す
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

き
ま
し
て
も
、
２
月
か
ら
高
齢
者
へ
の

接
種
を
開
始
し
て
お
り
、
今
後
希
望
す

る
全
て
の
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
か

つ
迅
速
に
接
種
で
き
る
よ
う
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
、

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
下
で
の
社
会
経
済

活
動
の
再
開
と
次
な
る
危
機
へ
の
備

え
、
未
来
社
会
を
切
り
拓
く
「
新
し

い
資
本
主
義
」
の
起
動
、
防
災・減
災
、
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国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心

の
確
保
を
柱
と
す
る
「
コ
ロ
ナ
克
服
・

新
時
代
開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策
」
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、「
16
か
月
予
算
」

と
し
て
令
和
３
年
度
補
正
予
算
と
令

和
４
年
度
当
初
予
算
を
一
体
的
に
編

成
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、

成
長
と
分
配
の
好
循
環
に
よ
る
新
し

い
資
本
主
義
の
実
現
を
図
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
と
し
て
も
、
令
和
３
年
度
３
月

補
正
予
算
に
お
い
て
国
の
補
正
予
算

に
も
対
応
し
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た
有

機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
緊
急
対
策

事
業
、
離
島
活
性
化
交
付
金
を
活
用
し

た
自
然
の
家
施
設
改
修
事
業
に
要
す

る
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
国
の
方
針
も
踏
ま
え
、

産
業
振
興
、
地
域
活
性
化
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
や
延
期
に
よ
り
失
っ
た

「
ま
ち
の
活
力
」
を
取
り
戻
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
重
点
施
策
の
主
な
も
の

○
有
機
農
業
に
つ
い
て

　

新
し
い
取
組
で
あ
る
有
機
農
業
に

つ
い
て
、
昨
年
12
月
に
締
結
し
た
本

町
と
有
限
会
社
か
ご
し
ま
有
機
生
産

組
合
と
の
間
で
の
「
有
機
農
業
」
を

軸
と
し
た
地
域
活
性
化
に
関
す
る
包

括
連
携
協
定
を
基
に
、
国
の
「
み
ど

り
の
食
糧
シ
ス
テ
ム
戦
略
緊
急
対
策

交
付
金
」
を
活
用
し
、普
及
啓
発
活
動
、

技
術
支
援
や
人
材
育
成
、
荒
廃
農
地

の
復
旧
や
新
規
就
農
者
の
確
保
を
図

り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

○
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
に
終
了
し
た
１
市
２
町

に
よ
る
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
に
代
わ

る
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
文
化
庁

の
文
化
芸
術
創
造
拠
点
形
成
事
業
を

導
入
し
、
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
を
本
町

単
独
で
立
て
直
し
実
施
す
る
と
と
も

に
、
ロ
ケ
ッ
ト
祭
を
は
じ
め
各
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
デ
ジ
タ
ル
推
進
に
つ
い
て

　

民
間
の
専
門
知
識
を
導
入
す
る
た

め
の
組
織
態
勢
を
整
え
、
国
の
推
進
す

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
行
政

の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
お
よ
び
地
域
の
Ｄ
Ｘ
の

本
町
に
最
も
適
し
た
形
を
検
討
し
、
自

治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
作
成
し
、
行
政

の
業
務
改
善
・
住
民
の
利
便
性
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

○
移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て

　

住
宅
建
築
や
購
入
・
空
き
家
改
修

補
助
制
度
「
南
種
子
町
移
住
定
住
促

進
補
助
」
の
積
極
的
な
活
用
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
民
間
企
業
と
行
政

が
連
携
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

行
う
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
事
業
に
よ
り
、
住

宅
問
題
の
解
消
に
向
け
検
討
を
進
め

ま
す
。
併
せ
て
、
離
島
活
性
化
交
付

金
を
活
用
し
た
集
落
再
編
整
備
に
よ

る
空
き
家
改
修
工
事
も
実
施
し
ま
す
。

○
農
政
関
係
に
つ
い
て

　

さ
と
う
き
び
の
低
単
収
の
課
題
解

決
に
向
け
、「
は
る
の
お
う
ぎ
」
を
は

じ
め
と
し
た
優
良
種
苗
の
確
保
・
供
給

は
も
と
よ
り
、
種
苗
支
援
対
策
を
拡
充

し
さ
と
う
き
び
振
興
に
努
め
ま
す
。
さ

つ
ま
い
も
生
産
に
つ
い
て
は
、
基
腐
病

対
策
と
し
て
、
令
和
３
年
度
末
に
国
の

補
助
事
業
を
活
用
し
種
芋
を
殺
菌
処
理

す
る
蒸
熱
処
理
装
置
を
導
入
し
ま
す
の

で
、
装
置
の
有
効
活
用
を
図
り
基
腐
病

拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
し
ま
す
。

○
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

制
度
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
に
説
明
会
な
ど
の
開

催
に
よ
り
周
知
を
行
っ
て
き
ま
し
た

の
で
、
令
和
４
年
度
は
組
合
の
設
立
に

向
け
関
係
者
と
調
整
の
う
え
、
町
と
し

て
の
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

条
例
案
件

南
種
子
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
お
よ
び
独
立
行
政

法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　
南
種
子
町
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

設
置
に
伴
い
、条
例
を
制
定
す
る
も
の
。
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南
種
子
町
定
住
促
進
空
き
家
活
用
住

宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

　

定
住
促
進
空
き
家
活
用
住
宅
の
設

置
に
伴
い
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

南
種
子
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

　
国
家
公
務
員
に
係
る
非
常
勤
職
員
の

育
児
休
業
等
の
取
得
要
件
の
緩
和
等
が

令
和
４
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
の
人
事
院
勧
告
を
踏
ま

え
、
本
町
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給

率
の
改
定
に
つ
い
て
、
国
に
準
じ
た

措
置
を
講
ず
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
債
権
管
理
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

町
の
債
権
管
理
に
つ
い
て
公
正
か

つ
適
正
な
債
権
管
理
の
一
層
の
適
正

化
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

南
種
子
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
職
員
配
置

基
準
を
緩
和
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
一
般
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

西
之
平
野
住
宅
の
改
修
に
伴
い
、

家
賃
の
改
正
を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
消
防
庁
お
よ
び
国
税
庁
よ
り
消
防
団

員
の
報
酬
等
の
基
準
等
が
示
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

令
和
４
年
６
月
に
支
給
す
る
会
計
年

度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、

経
過
措
置
の
適
用
を
除
外
す
る
た
め

の
規
定
を
設
け
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

事
件
案
件

南
種
子
町
農
業
者
休
養
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

平
山
地
区
生
産
組
合
を
指
定
管
理

者
に
指
定
す
る
も
の
。

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
人
権
擁
護
委

員
上
山
幸
夫
氏
（
上
中
）
の
推
薦
に
つ

い
て
、
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
。

予
算
案
件

令
和
４
年
度
南
種
子
町
一
般
会
計
当

初
予
算

　

総
額
58
億
４
千
万
円
と
な
り
、
前

年
度
当
初
予
算
か
ら
０・
９
％
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
義
務
的
経
費

25
億
５
９
３
０
万
９
千
円
、
投
資
的

経
費
６
億
４
７
５
７
万
７
千
円
、
そ

の
他
の
経
費
26
億
１
３
１
１
万
４
千

円
（
予
備
費
含
）
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

地
方
交
付
税
24
億
５
千
万
円
、
国
県

支
出
金
10
億
８
７
５
０
万
１
千
円
、

町
税
７
億
４
１
０
９
万
１
千
円
、
町

債
４
億
９
６
６
０
万
円
な
ど

【
主
な
投
資
的
経
費
】

大
川
団
地
公
営
住
宅
建
設
事
業

８
５
４
１
万
５
千
円
、
生
活
道
路
対
策

事
業
５
２
５
８
万
９
千
円
、
本
町
共
栄

線
災
害
防
除
事
業
４
４
２
７
万
２
千

円
、
島
間
消
防
詰
所
整
備
事
業

４
２
０
５
万
２
千
円
、
育
苗
ハ
ウ
ス
整

備
事
業
２
３
８
４
万
６
千
円
、
宇
宙
ヶ

丘
公
園
整
備
事
業
１
３
０
０
万
円
、
そ

の
他
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
補
修
工

事
、
種
子
島
南
部
観
光
周
遊
ル
ー
ト
整

備
事
業
、
堂
中
野
線
道
路
改
良
事
業
、

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
な
ど

【
主
な
そ
の
他
の
経
費
】

ふ
る
さ
と
納
税
受
注
管
理
業
務
等
手

数
料
８
５
２
０
万
円
、
公
立
種
子
島

病
院
組
合
負
担
金
２
億
８
０
０
万

円
、
熊
毛
地
区
消
防
組
合
負
担
金

１
億
６
０
７
６
万
８
千
円
、
介
護
保
険
特

別
会
計
繰
出
金
１
億
３
７
８
８
万
９
千

円
、
み
な
み
た
ね
宇
宙
の
ま
ち
応
援
基

金
積
立
金
６
４
８
０
万
１
千
円
な
ど
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■歳出（性質別）
区　　　分 予　算　額 構成比

義務的
経　費

人件費 10 億 7,176 万 2 千円 18.4%
扶助費 6 億 9,054 万 7 千円 11.8%
公債費 7 億 9,700 万 0 千円 13.6%

投資的
経　費

普通建設事業費 6 億 4,449 万 6 千円 11.0%
災害復旧事業費 308 万 1 千円 0.1%

その他
経　費

物件費 8 億 4,402 万 9 千円 14.5%
維持補修費 1 億 3,694 万 2 千円 2.3%

補助費等 12 億 2,360 万 9 千円 21.0%
繰出金 3 億 0,516 万 0 千円 5.2%
その他 1 億 0,337 万 4 千円 1.8%

予 備 費 2,000 万 0 千円 0.3%

■歳出（目的別）
区 分 予 算 額 構成比
 総 務 費 8 億 5,034 万 4 千円 14.6%
民 生 費 10 億 7,310 万 2 千円 18.4%
衛 生 費 5 億 3,476 万 5 千円 9.2%
農林水産業費 6 億 3,605 万 5 千円 10.9%
土 木 費 5 億 5,526 万 3 千円 9.5%
消 防 費 2 億 4,861 万 4 千円 4.3%
教 育 費 5 億 0,096 万 3 千円 8.6%
公 債 費 7 億 9,700 万 0 千円 13.6%
諸 支 出 金 4 億 4,639 万 4 千円 7.6%
そ の 他 1 億 7,750 万 0 千円 3.0%
予 備 費 2,000 万 0 千円 0.3%

■歳入
区 分 予 算 額 構成比 区 分 予 算 額 構成比

自主
財源

町 税 7 億 4,109 万 1 千円 12.7%

依存
財源

地方交付税 24 億 5,000 万 0 千円 42.0%
繰 入 金 4 億 5,046 万 1 千円 7.7% 町 債 4 億 9,660 万 0 千円 8.5%
諸 収 入 １億 0,328 万 7 千円 1.7% 国県支出金 10 億 8,750 万 1 千円 18.6%
そ の 他 3 億 1,421 万 9 千円 5.4% そ の 他 1 億 9,684 万 1 千円 3.4%

■特別会計
会 計 名 予 算 額 会 計 名 予 算 額

国 民 健 康 保 険 9 億 1,308 万 8 千円 後期高齢者医療保険 9,513 万 7 千円
介 護 保 険 7 億 3,400 万 0 千円

一般会計歳入歳出総額一般会計歳入歳出総額 ５８億４，０００万円５８億４，０００万円
（前年度当初予算比　0.9％の増）

令和４年度当初予算令和４年度当初予算

町税町税
7億4,109万 1千円7億4,109万 1千円
（12.7％）（12.7％）

自主財源自主財源
（27.5％）（27.5％）

依存財源依存財源
（72.5％）（72.5％）

歳入

地方交付税地方交付税
24億5,000万円（42.0％）24億 5,000万円（42.0％）

町債町債
4億9,660万円4億9,660万円
（8.5％）（8.5％）

県支出金県支出金
4億3,151万 2千円4億3,151万 2千円
（7.4％）（7.4％）

国庫支出金国庫支出金
6億5,598万 9千円6億5,598万 9千円
（11.2％）（11.2％）

繰入金繰入金
4億5,046万 1千円4億5,046万 1千円
（7.7％）（7.7％）

※グラフの凡例については主要な項目のみ掲載しています。

総務費総務費
8億5,034万 4千円8億5,034万 4千円
（14.6％）（14.6％）

民生費民生費
10億7,310万 2千円10億 7,310万 2千円
（18.4％）（18.4％）

公債費公債費
7億9,700万7億9,700万
（13.6％）（13.6％）

農林水産業費農林水産業費
6億3,605万円6億3,605万円
（10.9％）（10.9％）

教育費教育費
5億0,096万 3千円5億0,096万 3千円
（8.6％）（8.6％）

衛生費衛生費
5億3,476万 5千円5億3,476万 5千円
（9.2％）（9.2％）土木費土木費

5億5,526万 3千円5億5,526万 3千円
（9.5％）（9.5％）

歳出
（目的別）

■水道事業会計
収 益 的 収 支 資 本 的 収 支

収 入 2 億 2,230 万 7 千円 収 入 1 億 4,639 万 4 千円
支 出 2 億 4,657 万 6 千円 支 出 1 億 9,299 万 1 千円
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鹿
児
島
地
方
法
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
で

は
、
ご
自
身
で
登
記
申
請

手
続
を
さ
れ
る
方
の
た
め

に
、
登
記
申
請
に
必
要
な

書
類
や
登
記
申
請
書
の
一

般
的
な
記
載
に
つ
い
て
説

明
す
る
登
記
手
続
案
内
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
登
記
手
続
案
内
は
、

「
予
約
制
」
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
際

は
事
前
に
電
話
な
ど
に
よ

り
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
案
内
は
１
回
20
分

以
内
で
す
。

　

登
記
申
請
書
の
様
式
な

ど
は
、
鹿
児
島
地
方
法
務

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続

案
内
を
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
様
式
を

確
認
い
た
だ
く
と
案
内
が

ス
ム
ー
ズ
で
す
。

鹿
児
島
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://houm
ukyoku.

m
oj.go.jp/kagoshim

a/

）

◆
不
動
産
登
記
申
請
手
続

き
に
関
す
る
ご
案
内

◎
問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局

不
動
産
登
記
部
門
☎
０
９
９

（
２
５
９
）
０
６
８
２

案
内
日
：
月
～
金
曜
日

◎
問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局

種
子
島
出
張
所
☎
㉒
０
６
６
８

案
内
日
：
月
・
水
・
金
曜
日

◆
会
社
・
法
人
登
記
申
請

手
続
き
に
関
す
る
ご
案
内

◎
問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局

法
人
登
記
部
門
☎
０
９
９

（
２
５
９
）
０
６
３
６

案
内
日
：
火
・
木
曜
日

　
申
告
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
・
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の

振
替
期
日

　

申
告
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
並
び
に
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
の
納
税

は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金

口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と

な
る
「
振
替
納
税
」
が
大

変
便
利
で
す
。

　

令
和
３
年
分
の
確
定
申

告
の
振
替
納
付
日
は
、
申

告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
が
４
月
21
日

（
木
）、
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

が
４
月
26
日
（
火
）
で
す
。

「
振
替
納
税
」
を
ご
利
用
の

方
は
、
振
替
日
の
前
日
ま

で
に
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
種
子
島
税
務
署
☎

㉒
０
４
４
０
※
音
声
案
内

に
従
い
「
２
」
を
選
択

感
電
事
故
防
止
の
お
知

ら
せ

　

九
州
電
力
送
配
電
（
株
）

で
は
、
毎
年
３
月
か
ら
５
月

に
か
け
て
、
鯉
の
ぼ
り
の
掲

揚
や
魚
釣
り
な
ど
に
よ
る
感

電
事
故
防
止
た
め
の
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ

り
の
掲
揚
や
魚
釣
り
は
、

絶
対
行
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
万
一
、
鯉
の

ぼ
り
や
釣
り
糸
が
電
線

に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自

分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
に
お

近
く
の
九
州
電
力
送
配
電

（
株
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
問
＝
九
州
電
力
送
配
電
株

式
会
社
熊
毛
配
電
事
業
所

【
無
料
電
話
】
☎
０
８
０
０

（
７
７
７
）
９
４
５
２

自
衛
官
一
般
曹
候
補
生

試
験
案
内

　
防
衛
省
で
は
、
一
般
曹
候

補
生
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　
５
月
10
日
（
火
）
ま
で

◆
試
験
期
日

１
次

　
５
月
20
日
（
金
）
か
ら

　
５
月
29
日
（
日
）
ま
で

２
次　

　
６
月
17
日
（
金
）
か
ら

　
７
月
３
日
（
日
）
ま
で

※
１
次
２
次
と
も
右
記
の
い

　
ず
れ
か
１
日

◆
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

　
（
32
歳
の
者
は
、
採
用
予

　
定
月
の
末
日
現
在
、
33
歳

　
に
達
し
て
い
な
い
者
）

◆
合
格
発
表

　
１
次　
６
月
10
日
（
金
）

　
２
次　
７
月
22
日
（
水
）

◆
入
隊
時
期

　
令
和
５
年
３
月
下
旬
～

　
４
月
上
旬

◎
問
＝
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方

協
力
本
部
種
子
島
駐
在
事
務

所
種
子
島
合
同
庁
舎
内
☎
㉓

０
２
９
９



宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　2 月 17 日（木）熊毛支庁において、鹿児島県
青年農業士認定証交付式が行なわれ、山田豊さん

（長谷）が認定されました。
　青年農業士とは、県が認定する制度で「栽培技
術」「経営管理」についての研修を受講し、経営
課題を解決する手法を身につけ実践します。
　山田さんは、スナップエンドウ、オクラなどの
野菜栽培を軸に高所得農業の実践に取り組んでお
り、「将来は県内トップレベルの県農業指導士を目
指し、地域活性化に貢献したい」と話しています。

鹿児島県青年農業士認定証交付式鹿児島県青年農業士認定証交付式
　2 月 19 日から 23 日までの 5 日間、県下 53 区
間で、各地区ランナーの健脚が競われました。
　本年度、熊毛チームの成績は 12 位でしたが、
本町出身の５名も力走しました。
　今後のご活躍を期待いたします。

第 69 回県下一周市郡対抗駅伝競走大会第 69 回県下一周市郡対抗駅伝競走大会

出走選手名（出走時の勤務地） 出身地 出場回数
冨永 大喜（霧島市消防局） 上 中 ８
古市 翔南（種子島医療センター） 長 谷 ７
古市 永遠（南種子町役場） 長 谷 初
佐久間 大河（鹿児島城西高校 2 年） 上 中 ２
髙田 蒼太（鹿児島市立松元中） 西 之 ９

冨永冨永さん、さん、古市翔南古市翔南さん、　　　　　　　　さん、　　　　　　　　佐久間佐久間さん､さん､ 髙田髙田さんさん
　　　　　　　　　　古市永遠　　　　　　　　　　古市永遠さん、さん、

　2 月 28 日（月）町漁業協同組合本所におい
て、令和４年モジャコ漁安全操業祈願祭が執り
行われ、甲山博明組合長や船長・乗り子など関
係者約 50 人が参列しました。
　昨年は種子島管内で海難事故の発生や不漁に
よる漁期の延長など、モジャコ漁にとって大変
厳しい年となりました。今年も軽石や津波の影
響、異常気象などが続いておりますが、例年よ
り約１カ月早い今期の操業を前に、玉串を奉納
し、無事故無災害並びに豊漁を祈願しました。

モジャコ漁安全操業祈願祭モジャコ漁安全操業祈願祭
　2 月 21 日（月）種子島宇宙センターの川上
道生所長が来庁され、はやぶさ２プロジェクト
からの感謝状が贈呈されました。
　はやぶさ２は、平成 26 年 12 月に種子島宇
宙センターから打ち上げられ、令和 2 年 12 月
に小惑星リュウグウからのカプセルを地球へ帰
還させました。
　小惑星リュウグウの往復探査の完璧な成功を記
念して、プロジェクトを成功に導いた町民の皆さ
んの打ち上げへの協力に感謝し贈られたものです。

はやぶさ２プロジェクトから感謝状はやぶさ２プロジェクトから感謝状

古市利秋古市利秋監督監督

認定証を授与される山田豊さん（右側）認定証を授与される山田豊さん（右側）

広報みなみたね　2022 年 4 月号広報みなみたね　2022 年 4 月号　　1212



宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　鹿児島県トラック協会では、昭和 62 年から
交通安全教材として下敷きや定規などを新入学
児童に贈呈しています。
　３月４日（金）、県トラック協会南種子支部
長の日髙一郎さん（上中）から菊永俊郎教育長
に交通標識定規が贈呈されました。
　教育委員会では、寄贈いただいた啓発品を活
用しながら、引き続き交通安全教育を推進しま
す。

新入学児童へ交通標識定規の寄贈新入学児童へ交通標識定規の寄贈
　3 月 6 日（日）下中八幡神社のお田植祭りが
行われました。
　神社での神事の後、森山に隣接する御神田に
て、岩坪順さんの太鼓と囃子に合わせてお田植
が行われました。今年のお田植えでは、ガマオ
イジョウ役の羽生満久さんがお田植えの舞を披
露し、続いて花峰小学校の児童が田植え歌を唄
いながらお田植えを行いました。
　少し肌寒い日でしたが、子どもたちの元気な
田植え歌が、下中の田浦に響きました。

下中八幡神社お田植祭り下中八幡神社お田植祭り

　　　

　３月７日（月）第 18 回種子島ロケットコンテス
ト大会が、昨年に引き続きオンラインで開催されま
した。大会には、ロケット部門 31 チーム、CanSat
部門 36 チームの計 67 チームが参加し、JAXA 職
員による講演や２部門計７種目でのプレゼンコンテ
スト、ワークショップなどが行われました。
　プレゼンコンテストでは、各チームが独創的なア
イデアに基づき設計した機体について熱心に説明を
行い、技術的に高度なチャレンジへの取組や独自で
行った試験結果など、積極的に活動の成果が発表さ
れました。

第 18 回種子島ロケットコンテスト大会第 18 回種子島ロケットコンテスト大会
◆大会結果（チーム名・所属の順に記載）
●ロケット部門
種目 1《滞空・定点回収》
  優勝　per aspera　　九州大学 PLANET-Q
  優勝   翠玉　　ものつくり大学　
  優勝　KIRIKO   鹿児島大学 SATSUMA ロケット研究会
種目 2《ペイロード有翼滞空》
  優勝　蒼玉　　ものつくり大学総合機械学科
種目 3《高度》
  優勝　Blue Sky　　東京農工大学
種目 4《インテリジェントロケット》
  優勝　いにしゃんず　
　　　　日本大学理工学部航空宇宙工学科日大ロケット研究会
●ＣａｎＳａｔ部門
種目５《自動制御カムバック》
  優勝　Frontier　　日本大学理工学部航空宇宙工学科
種目６《遠隔制御カムバック》
  優勝　FUSiON　　東北大学
種目７《オリジナルミッション》
  優勝　DERC WILD ROVER 
　　　 同志社ローム記念館プロジェクト DERC CanSat PJ

▲ CanSat 部門
プレゼンコンテスト
の様子

▶ワークショップ
　の様子
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宇宙のまち話題

　３月７日（月）に、卒業を控えた南種子中学
校の３年生に対し、芝浦工業大学の教授お２人
による進路講話が行われました。
　大学と中学校をオンラインでつなぎ、第１部
は栗島英明教授による「2050 年の種子島につ
いて」、第２部は谷田川ルミ教授による「2050
年の自分」と題した講話で、30 年後の種子島
のために、なりたい自分になるために、今自分
ができること、やるべきことについてなど、お
話してくださいました。

南種子中学校でオンライン進路講話南種子中学校でオンライン進路講話
　3 月８日（火）熊毛支庁において「たねやく
きらめき表彰」の表彰式が行われ、特定非営利
活動法人宇宙船種子島が表彰されました。
　今回の受賞は、設立以来、浜田海水浴場などの
美化活動や本町本通り沿いや老人ホーム、学校な
どへのフラワーポットの設置・配布を行っている
こと、青パトロールによる地域の防犯見守り活動
に取り組んでいるなど、地域に根付いた活動に貢
献されていることが評価されたものです。
　受賞、おめでとうございます。

たねやくきらめき表彰たねやくきらめき表彰

　3 月 8 日（火）町長室において、本町から自
衛隊へ入隊する方に対し、家族会や防衛省種子
島駐在所長などの関係者が参加し、壮行会が行
われました。
　今年度自衛隊に入隊するのは、原田永愛さん

（上中）と濱田涼太さん（上中）のお２人で、
都合により出席できなかった濱田さんには、後
日説明会が行われました。
　お 2 人のご活躍を心からお祈りいたします。

自衛隊入隊者 壮行会自衛隊入隊者 壮行会

宇宙船種子島の宇宙船種子島の
  有留常夫さん（前列中央）と日髙広太郎さん（全列右側）有留常夫さん（前列中央）と日髙広太郎さん（全列右側）

　　

　３月 10 日（木）、今年度受賞された学校教
育関係の表彰伝達式が教育長室で行われ、町長
を表敬訪問されました。
　栄えある受賞おめでとうございます。
島間小学校
　県学校安全優良校
原田弥生校長（大川小）
　学校保健功労者表彰（文部科学大臣表彰）
工藤美保教諭（中平小）
　優秀教職員表彰（文部科学大臣表彰）

学校教育関係表彰学校教育関係表彰
入隊する濱田涼太さん（左から 2 人目）入隊する濱田涼太さん（左から 2 人目）

入隊する原田永愛さん（中央）入隊する原田永愛さん（中央）

原田弥生校長原田弥生校長
工藤美保教諭　　　　　島間小工藤美保教諭　　　　　島間小

　　　　　　　　　　　川越順郎校長　　　　　　　　　　　川越順郎校長
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Photo News
Photo News

　3 月 12 日（日）種子島１市２町の主催で、
「自然と共生するスマートエコアイランド種子島
シンポジウム」がオンラインで開催されました。
事前に申込みのあった参加者のほか、YouTube
でも配信され、多くの方が視聴しました。
　シンポジウムでは、種子島高校の生徒が司会
を務め、東京大学理事・副学長の大久保達也氏
による講演や、「私たちが考える種子島の未来
に対する提言」と題した種子島高校生徒の発表
などがありました。

プラチナ社会の実現に向けて シンポジウム開催プラチナ社会の実現に向けて シンポジウム開催

　町議会議員として 6 期 24 年（うち議長３年
５月、副議長４年）在職し、地方自治発展に多
大な貢献をされた功績が認められ、故古田幸三
氏（平山）が叙位「従

じゅ
六
ろ く い

位」を受章されました。
叙位は、国家・公共に対して功績があった方に
対し、生前の栄誉を表彰し、追悼の意を表すも
のとして贈られるものです。
　3 月 22 日（火）、古田氏のご自宅において伝達式
が行われ、妻の久さんに小園裕康町長から叙章が伝
達されました。受章、誠におめでとうございます。

故古田幸三氏　叙位受章故古田幸三氏　叙位受章
　3 月 16 日（水）町長室において、新規認定
農業者認定式が行われました。認定を受けたの
は、茎永地区の浦門秀明さんが代表取締役とし
て設立した「( 株 ) こめこめアイランド」です。
　水稲栽培をメインに、農作業の受託を含め、
今後一層の規模拡大を目標としています。
　認定式では、小園裕康町長より認定証が授与
され、浦門さんより今後の経営について抱負が
述べられた後、石堂かよ子農業委員会会長よ
り、励ましの言葉が贈られました。

新規認定農業者認定式新規認定農業者認定式

　３月 15 日（火）南種子中学校卒業式が行われ、
今年度卒業生 37 人（男子 21 人・女子 16 人）
が、３年間慣れ親しんだ学び舎を後にしました。
　式では、保護者をはじめ来賓の小園裕康町長
や菊永俊郎教育長、坂口伸二ＰＴＡ会長が見守
るなか、一人一人に卒業証書が手渡され、録音
による在校生送ることばや、卒業生別れのこと
ばなどがありました。
　式終了後には、卒業生による合唱が行われ、
みんなが思い出を胸に刻みました。

南種子中学校卒業式南種子中学校卒業式

今回認定を受けた「( 株 ) こめこめアイランド」浦門さん（左から３人目）今回認定を受けた「( 株 ) こめこめアイランド」浦門さん（左から３人目）
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２
月
12
日
（
土
）
に
新
１
年
生
体
験
入
学

が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
度
の
入
学
生
は
、
３

人
の
予
定
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
１
年
生
と
２
年
生
の
お
姉
さ

ん
た
ち
が
平
山
小
学
校
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
学
校
探
検
」
で
は
、

何
を
す
る
部
屋
な
の
か
分
か
り
や
す
く
説
明

し
た
り
、「
学
校
紹
介
」
で
は
、
１
年
間
の
学

校
行
事
を
絵
に
描
い
て
紹
介
し
た
り
し
ま
し

た
。
最
後
は
、
風
車
を
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。

最
初
は
緊
張
し
て
い
た
新
１
年
生
で
し
た
が
、

最
後
に
は
、
み
ん
な
笑
顔
で
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　

４
月
に
入
学
す
る
日
を
平
山
小
学
校
み
ん

な
で
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

平山平山小学校小学校

　

中
平
小
学
校
で
は
、
３
月
４
日
（
金
）
に
「
６

年
生
を
送
る
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
が
体
育
館
に
集
ま
っ
て
の
実
施
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
交

替
で
体
育
館
に
い
る
６
年
生
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、

歌
・
卒
業
試
験
ク
イ
ズ
・
劇
な
ど
、
６
年
生
へ
お

礼
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

他
学
年
の
発
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ン
ラ
イ
ン
で

視
聴
し
、
幕
間
に
は
５
年
生
が
６
年
生
へ
一
人
一

人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
ア

イ
デ
ィ
ア
満
載
の
素
敵
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

校
区
に
お
住
ま
い
の
方
が
所
有
し
て
い
る

た
ん
か
ん
畑
に
お
い
て
、
３
月
４
日
（
金
）

に
全
校
児
童
で
「
た
ん
か
ん
狩
り
」
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

収
穫
の
時
期
と
し
て
は
遅
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

た
く
さ
ん
の
た
ん
か
ん
を
木
に
残
し
て
く
だ

さ
り
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
袋
を
い
っ

ぱ
い
に
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

試
食
を
し
な
が
ら
の
「
た
ん
か
ん
狩
り
」

を
楽
し
ん
だ
の
で
す
が
、
あ
ま
り
の
美
味
し

さ
に
た
ん
か
ん
を
袋
に
詰
め
す
ぎ
て
し
ま
い
、

自
分
で
は
持
ち
き
れ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
も
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
年
度
、
本
校
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
。
御
協
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大川大川小学校小学校
校
外
学
習
「
た
ん
か
ん
狩
り
」

６
年
生
を
送
る
会

入
学
待
っ
て
ま
す

中平中平小学校小学校
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対
話
か
ら

島
間
小
学
校
五
年　
船
川　
寛
太

　

自
分
が
以
前
の
自
分
と
比
べ
て
少
し

変
わ
っ
た
な
と
感
じ
る
経
験
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
ぼ
く
は
五
年
生

に
な
っ
て
、
自
分
の
変
化
を
感
じ
る
経

験
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
仲
間
と

の
対
話
量
が
増
え
た
こ
と
で
す
。
そ
の

お
か
げ
で
以
前
と
比
べ
、
目
の
前
の
こ

と
を
深
く
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
仲
間
と
の
つ
な

が
り
方
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
ぼ
く
の
ク
ラ
ス
で
は
、
朝
の
時
間
に

サ
ー
ク
ル
対
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み

ん
な
で
円
に
な
っ
て
、
お
互
い
に
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
、
先
生
が
書
い
た
日
報

を
読
む
。
そ
の
後
で
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー

プ
、
全
体
で
ク
ラ
ス
の
成
長
や
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
の
自
分
は
ど
う
な

の
か
な
と
考
え
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
先
生
の
話
や
仲
間
の
考
え

を
聴
き
な
が
ら
自
問
自
答
す
る
。「
あ

あ
、
そ
う
い
う
考
え
も
あ
る
ん
だ
。」

と
か
「
で
も
、
こ
っ
ち
の
考
え
も
い

い
か
も
。」
と
考
え
な
が
ら
聴
く
。「
ど

う
す
れ
ば
も
っ
と
ク
ラ
ス
に
い
い
空

気
が
広
が
る
ん
だ
ろ
う
。」
と
考
え
な

が
ら
聴
く
。
そ
し
て
自
分
の
考
え
も
仲

間
に
伝
え
て
い
く
。
そ
う
や
っ
て
お
互

い
の
納
得
解
を
つ
く
り
な
が
ら
日
常

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
深
く
考
え
る
こ

と
が
、
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
き
ま
し
た
。
朝
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
タ
イ
ム
、
持
久
走
大
会
も
終
わ
っ

た
け
ど
今
も
ず
っ
と
校
庭
に
出
て
走

り
続
け
て
い
ま
す
。
自
分
が
走
る
こ
と

で
、
仲
間
に
も
そ
れ
が
広
が
っ
て
互
い

に
前
向
き
に
走
る
こ
と
が
楽
し
め
る

空
気
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
休
み
時
間

も
、
落
ち
着
い
た
空
気
が
生
ま
れ
る

よ
う
、
仲
間
と
ふ
ざ
け
す
ぎ
ず
ブ
レ
ー

キ
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
学
習
も
自
分
で
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
中
で
い
ま
い

ち
よ
く
わ
か
ら
な
い
内
容
を
も
う
一

度
家
で
考
え
て
み
る
。
一
つ
の
こ
と
を

じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、

仲
間
と
の
つ
な
が
り
方
だ
と
思
い
ま

す
。
以
前
の
自
分
は
、
仲
の
深
い
も
の

同
士
で
集
ま
り
、
し
ば
り
合
う
関
係

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
仲
の

深
い
相
手
と
け
ん
か
し
た
後
、
そ
の

子
が
他
の
友
達
と
遊
ぶ
姿
を
見
る
と
、

自
分
が
き
ら
わ
れ
た
ん
だ
と
思
い
込

ん
で
落
ち
込
ん
で
い
た
し
、
自
分
は
他

に
行
く
相
手
が
少
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
自
分
も
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
今
、
ど
う
し
て
も
仲
の
深
い

人
と
一
緒
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
だ
と
い

う
こ
と
が
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
自

然
と
は
な
れ
ら
れ
る
し
、
く
っ
つ
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。
互
い
に
楽
に
つ
な
が

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

い
ろ
ん
な
仲
間
と
対
話
す
る
こ
と
を

通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
や
感
じ

方
に
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し

た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
人

と
つ
な
が
る
楽
し
さ
も
知
っ
た
し
、
だ

れ
も
が
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
っ
て
い

る
か
ら
ク
ラ
ス
の
空
気
も
や
わ
ら
か

く
な
り
ま
し
た
。

　
対
話
を
通
し
て
、
相
手
の
考
え
を
知

る
。
対
話
を
通
し
て
、
自
分
の
心
と
対

話
す
る
。
対
話
か
ら
、
目
の
前
の
こ
と

と
向
き
合
っ
て
深
く
考
え
ら
れ
る
こ

と
や
、
仲
間
と
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
気
持
ち
が

育
っ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
主
張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品

子
ど
も
の
主
張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
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種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

施
設
見
学
に
つ
い
て
☆

　
　
　
　
　
　
　
　

施
設
見
学
に
つ
い
て
☆

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る

「
宇
宙
科
学
技
術
館
」
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
を

は
じ
め
と
し
た
宇
宙
開
発
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
つ
い
て
、
実
物
大
モ

デ
ル
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
用
い
て
展
示
・

紹
介
し
て
お
り
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ

る
施
設
で
す
。
入
館
料
は
無
料
で
す
。

　
ま
た
、
ガ
イ
ド
付
き
の
「
施
設
案
内

バ
ス
ツ
ア
ー
」
は
、
１
日
３
便
（
12
月

～
２
月
は
１
日
２
便
）
運
行
し
て
い
ま

す
。
関
係
者
以
外
入
る
こ
と
の
で
き
な

い
「
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
」、
Ｈ
‐
Ⅱ

ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機
の
実
物
や
ロ
ケ
ッ
ト

の
部
品
を
展
示
し
て
い
る
「
ロ
ケ
ッ
ト

ガ
レ
ー
ジ
」、
打
上
げ
時
に
発
射
・
追
尾

な
ど
す
べ
て
の
作
業
の
指
令
管
制
を
行

う
「
総
合
指
令
棟
」
の
３
か
所
を
回
る

コ
ー
ス
で
す
。
ツ
ア
ー
は
参
加
費
無
料
、

事
前
予
約
制
で
、
予
約
は
３
カ
月
前
か

ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
一
般
の
方
が
自
由
に

見
学
で
き
る
場
所
を
設
け
て
い
ま
す
。

大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
を
一
望
で
き
る

「
ロ
ケ
ッ
ト
の
丘
展
望
所
」、
種
子
島
で

初
め
て
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
た
「
小

型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
跡
」、
竹
崎
地
区
一

帯
を
標
高
75
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
眺

め
ら
れ
る
「
カ
ー
モ
リ
の
峯
」、
打
上
げ

時
に
報
道
関
係
者
の
撮
影
場
所
と
な
る

「
竹
崎
展
望
台
屋
上
」の
４
か
所
が
あ
り
、

自
家
用
車
で
の
見
学
も
可
能
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
来
て
下
さ
い
。
お
越
し
の
際
は
、
竹
崎

芝
生
広
場
に
横
た
わ
っ
て
い
る
Ｈ
‐
Ⅱ
ロ

ケ
ッ
ト
実
物
大
模
型
前
で
の
記
念
撮
影
も

お
忘
れ
な
く
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
☎
０
９
９
７
（
２
６
）
９
２
４
４

「移
動
宇
宙
教
室
」
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

「移
動
宇
宙
教
室
」
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

　
町
内
複
数
の
小
学
校
を
対
象
と
し
た

第
３
回
交
流
学
習
（
２
月
実
施
）
で
、

移
動
宇
宙
教
室
を
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
宇
宙
食
」
を
テ
ー
マ
に
、
い
く
つ

か
の
食
品
を
「
宇
宙
で
食
べ
ら
れ
る
か

ど
う
か
」
考
え
、
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て

〇
×
カ
ー
ド
で
答
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
実
際
に
、
宇
宙
食
の
カ

レ
ー
と
一
般
的
な
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
を

食
べ
比
べ
、
そ
の
違
い
に
つ
い
て
気
づ

い
た
こ
と
を
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
発
表

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
な
が
ら
、
宇

宙
環
境
下
で
の
食
事
の
工
夫
や
条
件
を
学

び
つ
つ
、
画
面
を
通
し
て
他
校
の
児
童
と

交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

新
型
ド
ー
リ
ー
っ
て
、

新
型
ド
ー
リ
ー
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　

旧
型
と
ど
う
違
う
の
？

　
　
　
　
　
　
　
　

旧
型
と
ど
う
違
う
の
？

　
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
45
号
機
の
機
体

移
動
を
最
後
に
引
退
し
た
旧
型
ド
ー

リ
ー(

移
動
発
射
台
運
搬
台
車)

は
緑

色
で
し
た
が
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
用
に
新

設
し
た
新
型
ド
ー
リ
ー
は
青
、
黒
、
白

の
３
色
を
基
調
と
し
て
い
ま
す
。「
青
」

＝
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー
、

「
黒
」
＝
宇
宙
空
間
、「
白
」
＝
先
進
性

や
未
来
感
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
全
長
や
全
幅
な
ど
サ
イ
ズ
感
は
旧
型

と
同
様
で
す
が
、
旧
型
か
ら
の
改
善
点

と
し
て
、
①
信
頼
性
の
向
上
、
②
維
持

費
の
低
減
、
③
運
用
性
の
向
上
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は 3 月７日現在）

新型ドーリー
(H3 ロケット試験機 1 号機

極低温点検機体移動時 )

パソコンを使い、各小学校の児童
に説明している様子

種子島宇宙センターＭＡＰ
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発
達
障
害
・
学
習
障
害

発
達
障
害
・
学
習
障
害

　
　
公
立
種
子
島
病
院

　
看
護
師　
東
園　
芳
美

　

発
達
障
害
、
学
習
障
害
と
い
う
言
葉
を
、

皆
さ
ん
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
私

た
ち
が
幼
い
こ
ろ
に
は
あ
ま
り
耳
に
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
発
達
障
害
と
は
、
生
ま
れ
つ
き
み
ら
れ
る

脳
機
能
の
発
達
の
偏
り
に
よ
る
障
害
で
す
。

外
見
か
ら
は
わ
か
り
に
く
く
、
ま
た
、
子
ど

も
の
個
性
や
、
発
達
の
年
齢
、
環
境
な
ど
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。
同

じ
障
害
で
も
、
個
人
に
よ
っ
て
困
っ
て
い
る

部
分
が
違
っ
て
く
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ(

注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害)

。
こ

の
障
害
も
、「
不
注
意
さ
」「
多
動
性
」「
衝

動
性
」
三
つ
が
特
徴
で
す
が
、
個
人
に
よ
っ

て
特
性
が
違
っ
て
き
ま
す
。

　
学
習
障
害
と
は
、
発
達
障
害
の
一
つ
で
あ

り
、
知
的
に
は
標
準
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
な

の
で
す
が
、
読
み
・
書
き
・
計
算
な
ど
の
一

部
だ
け
が
で
き
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ

ち
ら
も
個
人
に
よ
っ
て
障
害
の
現
れ
方
が
違

い
、
診
断
が
難
し
く
、
中
に
は
、
単
な
る
苦

手
分
野
だ
と
判
断
さ
れ
、
大
人
に
な
る
ま
で

気
づ
か
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
も
子
育
て
真
っ
最
中
で
す
。
こ
こ

で
、
親
と
し
て
不
安
に
な
る
の
が
学
校
生
活
。

現
在
、「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

子
ど
も
の
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
学
校

生
活
で
も
対
応
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。
一
概
に

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
学
習
障
害
で
書
字(

字
は

読
め
る
が
、
字
を
書
く
こ
と
が
難
し
い)

に
障

害
が
あ
る
場
合
、
一
人
一
台
ず
つ
配
布
さ
れ
て

い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
教
科
書
本
文
の

音
声
を
流
し
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
活
用

し
教
科
書
の
文
字
を
見
や
す
く
し
た
り
す
る

な
ど
の
対
応
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
個
別
試
験
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
発
達
障
害
は
、
親
の
し
つ
け
が
悪
い
、
子

ど
も
の
わ
が
ま
ま
、
変
わ
っ
て
い
る
子
と
と

ら
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
本
人
も
ど
う
し
よ

う
も
な
く
困
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
努
力

だ
け
で
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
声
掛
け

や
、
対
応
次
第
で
生
き
に
く
さ
を
減
ら
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
育
て
を
行
う

上
で
、
た
く
さ
ん
の
不
安
や
困
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
社
会
全
体
で
、
子
ど
も
を

見
守
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
環
境
が
整
う
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

高
齢
者
の
総
合
相
談

高
齢
者
の
総
合
相
談

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
南
種
子
町
役
場
の
保
健

福
祉
課
内
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
高
齢
者
の
困
り
ご
と
に

つ
い
て
、
総
合
的
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
で
最
も
多
い
の
は
、

介
護
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
つ
い
て
の
相
談
で

す
。
体
力
の
衰
え
や
病
気
な

ど
か
ら
、
生
活
に
不
安
や
支

障
が
出
て
困
っ
て
い
る
、
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
介
護
保
険
認
定
申
請

の
他
、
地
域
で
利
用
で
き
る

支
援
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま

す
。

　

ま
た
、
認
知
症
に
つ
い
て

の
心
配
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
安
否
に
関
す
る

こ
と
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
の
経
済
的
な
困
り
ご
と
の

相
談
も
あ
り
ま
す
。

　

役
場
ま
で
来
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
は
、
電
話
で
相
談

を
受
け
自
宅
に
訪
問
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ご
本
人
の

様
子
や
困
り
ご
と
を
確
認
し

な
が
ら
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

役
場
内
の
関
係
部
署
や
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
対
応
し
ま

す
。

　

高
齢
者
の
生
活
に
関
す
る

困
り
ご
と
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
＝

で
ん
わ
　
２
６
－
２
０
３
５

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５
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広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

ミ
ニ
企
画
展

「
木
工
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
描
く  

 

宝
満
神
社
秋
祭
り
の
情
景
」

　

コ
ロ
ナ
禍
で
発
表
の
機
会
が
失
わ

れ
た
郷
土
の
作
品
を
紹
介
す
る
た
め
、

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
上

中
大
宇
都
在
住
の
池
亀
次
善
さ
ん
が

製
作
さ
れ
た
木
工
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
、

４
月
20
日
～
６
月
30
日
ま
で
展
示
い

た
し
ま
す
。

　

池
亀
次
善
さ
ん
は
、
長
年
、
廃
材

を
使
っ
て
昭
和
の
住
居
や
農
作
業
、
砂

糖
す
め
の
風
景
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
素

晴
ら
し
い
木
工
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
製
作

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
町
の
ふ
る
さ
と

祭
り
で
も
作
品
を
発
表
さ
れ
て
お
り
、

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
展
示
す
る
作
品
は
、
新
作
と

な
る
茎
永
中
之
町
の
「
大
踊
り
（
さ
ん

ご
踊
り
）」
と
「
山
口
踊
り
（
源
太
郎

踊
り
）」
を
再
現
し
た
木
工
ミ
ニ
チ
ュ

ア
で
す
。
華
や
か
な
衣
装
や
小
道
具
を

忠
実
に
再
現
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
世

界
を
、
ど
う
ぞ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

 　　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

４
月
20
日
か
ら
『
語
り
部
が
選
ん
だ

郷
土
館
の
逸
品
』
コ
ー
ナ
ー
を
新
設

し
ま
す
。
広
田
遺
跡
語
り
部
の
会
が

選
ん
だ
郷
土
館
の
お
す
す
め
資
料
を

紹
介
す
る
も
の
で
、
第
１
回
目
は
、

副
会
長
の
兵
藤
幸
夫
さ
ん
が
選
ん
だ

逸
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

先
人
た
ち
が
生
み
出
し
た
知
恵

や
工
夫
が
詰
ま
っ
た
貴
重
な
資
料
の

数
々
を
、
定
期
的
に
ご
紹
介
す
る
予
定

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
し
た

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
日
本
国
内
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
怪
我
や
賠

償
責
任
を
補
償
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
保
険
の
申
し
込
み
受
付
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
こ
の
保
険
は
活
動
中
の
事
故
に
よ
る

死
亡
や
後
遺
障
害
、
入
院
な
ど
に
つ
い

て
補
償
を
行
う
も
の
で
す
。

　
活
動
保
険
の
申
し
込
み
は
グ
ル
ー
プ

で
の
申
し
込
み
と
な
り
個
人
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
保
険
金
額
や
年
間
保
険
料
に
つ
い
て

は
表
の
と
お
り
で
す
。
詳
細
や
興
味
の

あ
る
方
は
当
協
議
会
に
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

　

３
月
１
日
発
行
の
「
社
協
だ
よ
り
」

３
ペ
ー
ジ
中
の
共
同
募
金
大
口
募
金
ご

芳
名
に
一
部
記
載
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）　
種
子
島
共
同
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業（
株
）

（
正
）　
種
子
島
協
同
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業（
株
）

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

　　　　　　　　　　　　　　 基本プラン 天災・地震
補償プラン

【新設】特定感
染症重点プラン

ケ ガ の

補償

死亡保険金 １，０４０万円
後遺障害保険金 １，０４０万円（限度額）
入院保険金日額 ６，５００円

手術保険金（入院中の手術） ６５，０００円
手術保険金（外来の手術） ３２，５００円
通院保険金日額 ４，０００円
特定感染症 補償開始から 10 日以内は補

償対象外 初日から補償

地震・噴火・津波による死傷 × 〇 〇
賠償責任
の補償

賠償責任保険金
（対人・対物共通） ５億円（限度額）
年間保険料 ３５０円 ５００円 ５５０円

※ 4 月 1 日付けで前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

プラン
保険金の種類

『
語
り
部
が
選
ん
だ
郷
土
館

の
逸
品
』
コ
ー
ナ
ー
　
開
設 製作された木工ミニチュア
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年
金
だ

役
場
保
健
福
祉
課

役
場
保
健
福
祉
課  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
３
５
）

１
１
１
１
（
１
３
５
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～  

☎
㉖
６
６
９
０

★
新
年
度
ス
タ
ー
ト
！

★
新
年
度
ス
タ
ー
ト
！

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

図
書
館
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
人
も
、
新
年
度
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
町
立
図
書
館
へ
来
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
「
利
用
者
登
録
」
を
し
て
カ
ー
ド
を
作

れ
ば
、
す
ぐ
に
本
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
利
用
す
る
方
の
本
人
確
認
書

類
（
免
許
証
や
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）
を
お
持
ち
の
上
で
、
図
書
館

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

宇
宙
留
学
生
や
家
族
留
学
の
方
、
お

仕
事
で
短
期
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
も
利

用
で
き
ま
す
。

　

貸
し
出
し
は
一
人
５
冊
ま
で
、
２
週

間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
は
、
町
役
場
の
す
ぐ
近

く
に
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

★★
「
子
ど
も
読
書
の
日
」・

「
子
ど
も
読
書
の
日
」・

     
     

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

　

公
益
社
団
法
人
読
書
推
進
運
動
協
議

会
は
、
４
月
23
日
を
「
子
ど
も
読
書
の

日
」、
そ
し
て
、
そ
の
日
か
ら
５
月
12
日

ま
で
の
約
３
週
間
を
「
こ
ど
も
の
読
書

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
図
書
館
へ
遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
♪

今
年
度
の
保
険
料
は
？

今
年
度
の
保
険
料
は
？

　　

令
和
４
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
月
額
１
６
５
９
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
６

カ
月
や
１
年
も
し
く
は
２
年
分

の
前
納
、
口
座
振
替
な
ど
に
よ

る
前
納
で
、
保
険
料
が
割
り
引

か
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例

学
生
納
付
特
例

　

学
生
の
方
で
納
付
が
困
難
な

場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

納
付
の
特
例
猶
予
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
学
生
証
・

在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
）

　

昨
年
申
請
さ
れ
た
方
も
毎
年

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一

般
免
除
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

７
月
か
ら
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

年
金
記
録
に
間
違
い
は
？

年
金
記
録
に
間
違
い
は
？

　

配
偶
者
の
扶
養
に
入
っ
て
い

た
は
ず
な
の
に
登
録
が
無
い
、

名
前
の
「
づ
」
と
「
ず
」、「
高
」

と
「
髙
」
な
ど
の
違
い
で
記
録

が
別
人
扱
い
さ
れ
て
い
る
、
複

数
の
年
金
番
号
を
持
っ
て
い
る

な
ど
、
日
本
年
金
機
構
に
は
、

未
だ
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
記

録
が
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
皆
さ
ん
の
年
金

受
給
額
に
影
響
す
る
記
録
で
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
年
金
を
請
求

す
る
方
も
、
す
で
に
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
も
、
い
ま
一

度
、
記
録
を
確
認
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

な
お
、
調
査
や
確
認
は
、
年

金
相
談
や
年
金
事
務
所
へ
の
電

話
相
談
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★★
図
書
館
か
ら
の
お
願
い

図
書
館
か
ら
の
お
願
い　

   

　

図
書
館
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
が
利

用
す
る
施
設
で
す
。

　

ご
来
館
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
、

入
館
時
の
手
指
消
毒
な
ど
、
感
染
し
な

い
・
さ
せ
な
い
た
め
の
行
動
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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～
南
種
子
の
遺
跡
～

　

令
和
４
年
度
の
悠
久
の
時
は
、

南
種
子
の
遺
跡
に
つ
い
て
特
集
し

ま
す
。

　

広
田
遺
跡
は
、
種
子
島
・
屋

久
島
で
唯
一
の
国
の
史
跡
で
、

古
墳
時
代
か
ら
古
代
に
か
け
て

の
集
団
墓
地
の
遺
跡
で
す
。

　

昭
和
32
年
に
最
初
の
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
、
当
時
、
日
本
最
古

の
文
字
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
全

国
的
に
有
名
な
遺
跡
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、

華
や
か
な
貝
製
装
身
具
を
身
に
着

け
た
１
５
８
体
以
上
の
人
骨
が
発

見
さ
れ
、
出
土
し
た
貝
製
品
の
比

類
な
い
美
し
さ
が
大
き
な
話
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

後
に
出
土
し
た
貝
製
品
も
美

術
工
芸
品
と
し
て
の
価
値
の
高

さ
か
ら
国
の
重
要
文
化
財
と
な

り
、
１
つ
の
遺
跡
で
２
つ
の
国

の
文
化
財
指
定
を
受
け
た
鹿
児

島
県
を
代
表
す
る
遺
跡
で
す
。

国
史
跡
　
広
田
遺
跡

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

園
そ の だ

田　芦
ろ と

斗くん
平成 30 年 4 月 30 日生まれ
洋仁さん・可菜絵さんの男の子（上中）

キラメイジャーとリュウソウジャーが大好きな
芦斗くん。
毎日、にぃに達に戦いを挑んでいます！
姉弟仲良く、大きくなーれ♡♡

ご家族からひとこと

𠮷
よしなが

永　ののかちゃん
平成 30 年 4 月 30 日生まれ
慶一さん・保代さんの女の子（上中）

お姫様とプリキュアが大好きなののかちゃん♬
おしゃべりも上手になりケンカもお姉ちゃんに
負けません！
これからも元気にすくすく育ってね！

北区 1 号墓 国重要文化財広田遺跡出土品
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　

）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

中
里　

和
子　
　
（
夫
・
安
治
）

大
脇　

秀
幸　
　
（
父
・
秀
人
）

髙
橋　

千
賀
子（
兄
・
川
内
田
克
郎
）

山
下　

美
紀　
　
（
夫
・
順
二
）

竹
原　

悦
子　
　
（
夫
・
誠
一
）

（　）は前月比

人の動き　2月28日現在
総人口（ 人 ） 5,413（－ 14）

男（ 人 ） 2,706（－ 6）
女（ 人 ） 2,707（－ 8）

世帯数（ 戸 ） 2,926（－ 3）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

２月 1 件 11 件
累 計 2 件 39 件

※累計は令和 4 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

3 日 種子島宝満神社の御田植祭 9：00～　茎永地区 13 水 女性がん検診（14日まで） 8：00～　福祉センター生きがい活動室

6 水 小・中学校入学式 各小中学校 16 土 青少年育成の日

10 日 マイナンバーカード臨時窓口 8：30～12：00　役場総務課戸籍住民係 17 日 家庭の日

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　3月15日現在
発　生 死　者 傷　者

南種子町 0（－ 1） 0（± 0） 0（－ 1）
中種子町 0（－ 2） 0（± 0） 0（－ 2）
西之表市 1（± 0） 0（± 0） 1（± 0）

計 1（－ 3） 0（± 0） 1（－ 3）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
2
月
28
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
2
月
28
日
ま
で
届
出
分
）

4 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

大
脇　

秀
人 

　

85 

　
　

西
之

竹
原　

誠
一 

　

80 

　
　

西
海

川
内
田　

克
郎 　

77 

　
　

島
間

山
下　

順
二 

　

55 

　
　

上
中

岩
元　

信
之 

　

60 

　
　

茎
永

◆
育
児
休
業
が
取
得

　
し
や
す
く
な
り
ま
す
◆

　

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ

れ
、
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
、

順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。
就
業
規
則

の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
鹿
児
島
労
働
局
雇

用
環
境
・
均
等
室
ま
で
。

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
３
９

■日曜祝祭日在宅当番医

日 在宅当番医 所在地 電　話

3 公立種子島病院 南種子町 26-1230

10 種子島医療センター 西之表市 22-0960

17 種子島医療センター 西之表市 22-0960

24 中種子クリニック 中種子町 27-3222

29 種子島医療センター 西之表市 22-0960

■公立種子島病院の各科診療日

診療科目 診療日

小児科 月曜～金曜（29 日を除く）

眼科 ４、５、１８、１９日

耳鼻咽喉科 木曜

整形外科 火曜

消化器外科 水曜

■日曜営業スタンド当番店

日 当番店

3 （有）船川石油店　上中給油所

10 （有）永松産業　南種子給油所

17 （有）和人組　南種子給油センター

24 種子島石油（株）南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

５
月
２
日
（
月
）
は

・
軽
自
動
車
税

・
介
護
保
険
料
第
１
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

第
１
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

　
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！
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／
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画
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〒
891-3792　
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島
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広報紙に掲載する有料広告を募集しています。詳しくは役場企画課企画開発係まで。☎ ㉖１１１１

ファミリーマート中種子野間店
オープニングスタッフ募集

■時給／時間
①レジスタッフ 時給 825円
※ 22 時以降   時給 1,032円
　Ａ ：   ８時～１３時
　Ｂ ： １３時～１７時
　Ｃ ： １７時～２１時
　Ｄ ： ２１時～  ０時
　Ｅ ： 　 ０時～翌８時
②厨房スタッフ
　Ａ ：   ５時～  ８時
　Ｂ ：   ８時～１３時
　Ｃ ： １３時～１８時
※勤務時間は相談に応じます。
■仕事内容
①⇒レジ接客・品出し・
　　売場作り・発注など
②⇒弁当製造

　 お 問 い 合 わ せ 先　
㈱南九州ファミリーマート種子島駐在所
☎ 080-1789-6299　　担当 ： 迫田
mail ： r-sakoda@family.co.jp

※平日９時～ 17 時まで受付可
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